
（２）活動の流れ 

 活動への募集案内は、①当会会員、②北海道の山 

メーリングリスト（ＨＹＭＬ：［参考］参照）の会 

員、③山岳団体や行政等に案内チラシの送付とメー 

ルにより行いました。 

 当会会員や事務局運営委員はＨＹＭＬの会員が多 

く山のトイレ問題に対する関心も高いので、山のト 

イレデーへの参加者が多く心強い応援者でした。 

 活動終了後、速やかに当会事務局に活動模様の写 

真とともに参加者数や活動内容、活動の感想などの 

実施報告書をメールや電話で報告してもらいました。 

 毎年活動に参加してくれる人、１回だけ参加する 

人など様々です。特に初めての人は登山者に対して 

どう対応するのか不安を抱き、その応対スプリクト 

をレクチャーしました。  

 私たちの活動の目的は北海道の山岳環境の改善です。 

登山者のし尿汚染の無い綺麗な山にすることです。 

 そのために登山者に守ってほしい「山のトイレマナー 

５カ条」を定めました。 

●山に入る前にはトイレへ行こう ●できるだけトイレで用を足そう 

●トイレにゴミは捨てないで    ●使用済みの紙は必ず持ち帰ろう 

●携帯トイレも使ってみよう 

 当会設立（２０００年）の次の年に岩村和彦代表（当 

時副代表）の発案で「全道一斉山のトイレデー」と称し 

て山のトイレマナーの啓発活動が開始されました。 

全道一斉山のトイレデー・１８年間を振り返る 

 山のトイレデーは２００１年から毎年、９月の第一日 

曜日に実施してきました。 

 全道各地の登山口で、山のトイレを考える会の幟を立 

て、登山者に啓発ツールである「山のトイレマナーガイ 

ド」「山のトイレマップ」「山のトイレマナー袋」など 

を配布して、山のトイレマナーを呼びかけました。 

 特にティッシュ（トイレ紙）は持ち帰えって欲しいこ 

とを伝え、ゴミを拾う清掃登山も併せて行いました。 

 

（１）啓発ツール 

 ２００４年には念願だったカラー版「山のトイレマナー 

ガイド」、２０１３年には同じくカラー版「山のトイレ 

マップ」を作成、毎年内容を更新して現在に至っていま 

す。 

 ２００６年にはティッシュの持ち帰りを呼びかける 

「山のトイレマナー袋」を（株）ムッシュ様に提案、無 

償で製作、長年に亘って提供していただきました。 

十勝岳トイレデー（2015年） 

山のトイレを考える会（2019.1.２３） 

富良野岳トイレデー（2009年） 

１．活動の目的 

２．啓発活動の内容 



  

４．マンネリ化、それでも続けた 

 トイレデーでは皆さん好意的で「携帯トイレを持 

っていますよ」「トイレ紙は持ち帰っていますよ」 

など嬉しい声が除々に増えてくるのを実感してきま 

した。しかし、長年実施しているとマンネリ化も感 

じるようになりました。参加者も固定し、札幌近郊 

の山で実施することが多く、広がりが無くなってき 

ました。それでも新しく協力したいという人もいて 

義務のように思いながらも続けてきたのが実情です。 

６．現行啓発ツールの配布状況 

 ２００６年から２０１８まで山のトイレデーでの 

配布総数は次のとおりです。  

・マナーガイド：１２,７９８部 ・トイレマップ： 

 ２,８８７部 ・マナー袋：１８,１５１部 

啓発ツールの年度別配布状況は下図のとおりです。 

５．参加者の年度別状況 

 次の理由で２０１８年を最終としました。 
①２０１８年７月１０日「大雪山国立公園携帯トイ 
 レ普及宣言」が大雪山国立公園連絡協議会と北海 
 道の山岳１８団体と共同で発表された。 
②携帯トイレを所持している人、ティッシュを持ち 
 帰っている人も多くなり、２０００年の当会設立 
 時と比べ、格段に登山者の山トイレマナーがよく 
 なった。 

利尻山トイレデー（2009年） 

３．利尻山でも１８年間続いた 

「利尻山＝携帯トイレの山」であることは全国に知 

られており、携帯トイレ利用の先進地です。  

 利尻山でのトイレデーは２００１年から毎年実施 

されてきました。第１回目の参加者は３名でしたが、 

利尻山を愛する有志の呼びかけで参加者が徐々に増 

え、毎年１５名を超える参加者により活動が行われ 

てきました。利尻山の活動が私たちの励みにもなり、 

トイレデーも途切れることなく継続して実施できた 

と思っています。 

 山のトイレデーの実施箇所と参加者数の年度別 
状況は下図のとおりです。 

※現行トイレマップは2013年に制作 

７．２０１８年で最終とした 

８．おわりに 

 今後は各地の山開き、山岳会等で開催する登山会、 
行政の各種イベント等、いろいろな機会を捉えて、 
啓発ツールを配布し、マナーを呼びかけていきます。 
 長年に亘ってご支援いただいた皆さまに心から感 
謝いたします。 
 １８年間の山のトイレデーの活動報告は当会のホ 
ームページに全て掲載されています。 

［参考］ＨＹＭＬ： 
北海道の山の情報交換を 
目的としたＭＬ。 
1999年12月設立。 
現在の登録会員約800名 

［文責］ 
山のトイレを考える会 
   仲俣善雄 

※2011年、2012年、2016年は荒天で活動中止が多かった。 

 参加者数の年平均は８２名。延実施箇所は４６２箇所 


